
グループワーク風景（１日目） 

 

関口氏による講演風景 

                         

   

    

十
一
月
十
九
・
二
十
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
浦
和
合
同
庁
舎
講
堂
で
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
実
施
の
上
、
企
業
十
三
社
十
四
名
及

び
支
援
機
関
八
機
関
十
一
名
の
参
加
の

も
と
、
『
企
業
と
支
援
機
関
の
障
害
者
指

導
ス
タ
ッ
フ
研
修
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

一
日
目
は
専
門
家
よ
り
、
障
害
者
雇
用

を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
《
仕
事

の
切
出
し
》
に
活
か
せ
る
職
務
分
析
と
作

業
指
導
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
交
え
て

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
企
業
の
方
よ

り
、
企
業
在
籍
型
職
場
適
応
援
助
者
の
役

割
と
取
組
に
つ
い
て
、
実
践
報
告
を
も
と

に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

二
日
目
は
発
達
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
講
義
と
ワ

ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
『
マ

ジ
ョ
リ
テ

ィ
（
多
数

派
）
を
さ

が
せ
』
等
、

当
事
者
を

講
師
と
し

て
招
き
、 

       当
事
者
視
点
か
ら
の
学
び
を
得
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
精
神
科
医
よ
り
、
精
神
障
害
の

特
性
理
解
に
関
す
る
講
演
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
先
生
を
囲
ん
で
、
日
頃
疑
問
に

思
う
こ
と
の
解
消
と
理
解
促
進
の
た
め
、

雇
用
上
の
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
や

質
疑
応
答
な
ど
で
学
び
を
深
め
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
発
達
障
害
者
の

感
覚
を
体
験
し
、
少
し
理
解
で
き
た
と
思

う
」
「
仕
事
に
活
か
せ
る
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
、
多
く
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

   

十
二
月
十
一
日
、『
精
神
障
害
者
雇
用

啓
発
見
学
会
』
を
埼
玉
県
済
生
会
鴻
巣
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
同
会
な
で
し
こ
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
協
力
を
い
た
だ
き

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
十
八
社
二
十
三
名

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
感
染
予
防
対
策
の

換
気
で
冷
気
の
入
る
状
況
下
で
も
、
皆
様

の
参
加
意
欲
の
高
さ
で
寒
さ
も
感
じ
な

い
会
場
で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
病
院
見
学
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
病
医
院
事
業
本
部
支

援
部
長 

関
口
氏
と
な
で
し
こ
メ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
臨
床
心
理
士 

西
村
氏
に
よ

る
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
企
業
と

の
情
報
交
換
会
に
お
い
て
は
、
両
氏
に
ご

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

          精
神
障
害
者
雇
用
啓
発
見
学
会 
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医師による講演（2日目） 

当事者による講義（2日目） 

ワークショップ風景 

企業からの
実践報告 
（１日目） 



厚生労働省職業安定局 
小野寺課長 

ソーシャルディスタンスを 
 取りながらの情報交換会風景 
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鈴木課長 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
精
神
障
害
者
の
方

と
の
接
し
方
が
学
べ
た
」
「
企
業
の
中
だ

け
で
は
解
決
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
支

援
機
関
等
の
方
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く

方
が
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
、
今

後
の
取
組
に
活
か
せ
る
と
い
う
感
想
を

多
く
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
「
情
報
交
換

の
時
間
が
も
う
少
し
欲
し
か
っ
た
」
と
の

ご
意
見
も
あ
り
、
今
後
の
企
画
に
反
映
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

           

 

一
月
二
十
八
日
、
「
埼
玉
県
特
例
子
会

社
連
絡
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
。 

 

埼
玉
県
内
の
障
害
者
雇
用
促
進
を
図

り
、
特
例
子
会
社
間
の
情
報
交
換
及
び
相

互
の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

緊

急

事

態

宣

言

発

令

の
下
、
オ

ン

ラ

イ

ン
方
式
へ
と
急
な
開
催
方
法
の
変
更
に

も
関
わ
ら
ず
、
企
業
か
ら
二
十
五
社
二
十

五
名
と
埼
玉
県
及
び
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
、
全
体
で
五
十

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

第
一
部
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、『
障
害
者

雇
用
対
策
の
現
状
と
法
定
雇
用
率
引
き

上
げ
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
厚
生
労
働
省 

職
業
安
定
局
障
害
者
雇
用
対
策
課 

課
長 

 

小
野
寺
徳
子
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

第
二
部
の
企
業
紹
介
で
は
、
ポ
ラ
ス
シ

ェ
ア
ー
ド
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
課 

課
長 

鈴
木
英
生
氏
よ
り
同
社
の

障
害
者
雇
用
の
概
要
を
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
仕
事
風
景
の
紹
介
で
は
、
事
前

に
収
録
し
た
動
画
を
流
す
こ
と
で
、
参
加

者
に
は
実
際
に
会
社
訪
問
し
た
か
の
よ

う
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

     

第
三
部
で
は
、

参
加
者
が
順
に
自
社
の
支
援
事
例(*)

を

画
面
共
有
し
な
が
ら
、
自
己
紹
介
と
会
社

紹
介
、
上
述
の
講
演
等
に
関
す
る
質
問
や

感
想
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
「
対
面
が
叶
わ

ぬ
状
況
下
で
は
あ
っ
た
が
、
貴
重
な
お
話

を
伺
え
た
」「
企
業
間
で
交
流
が
図
れ
、

非
常
に
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
」
等
の

感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

             

民
間
企
業
（
四
十
五
．
五
人
以
上
規
模

の
企
業
：
法
廷
雇
用
率
二
．
二
％
）
に
雇

用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
一
万
六

千
百
四
十
．
〇
人
で
、
前
年
よ
り
六
百
六

十
二
人
増
加
（
前
年
比
四
．
三
％
増
）
し
、

十
八
年
連
続
で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し

た
。 

雇
用
者
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
は
八
千

二
百
八
．
五
人
（
対
前
年
比
一
．
〇
％
増
）、

知
的
障
害
者
は
五
千
三
百
二
十
八
．
五
人

（
同
五
．
四
％
増
）、
精
神
障
害
者
は
二

千
六
百
三
．
〇
人
（
同
十
三
．
五
％
増
）

と
、
い
ず
れ
も
前
年
よ
り
増
加
し
、
特
に

精
神
障
害
者
の
伸
び
率
が
大
き
く
な
り

ま
し
た
。 

実
雇
用
率
は
、
九
年
連
続
で
過
去
最
高

の
二
．
三
〇
％
（
前
年
は
二
．
二
二
％
）、

法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
四
十

九
．
五
％
（
同
四
十
八
．
八
％
）
で
あ
り

ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

埼
玉
県
特
例
子
会
社
連
絡
会 

↑↑↑ 

情 

報 

ひ 

ろ 

ば 
 

令
和
二
年 

 

埼
玉
県
の
障
害
者
雇
用
状
況 

(*)支援事例は上記の

ＱＲコードで当サポー

トセンターHPに入り、

ご参照ください。 

 令和２年（令和元年） 対前年増減 

雇用障害者数 16,140.0人（15,478.0人） 662.0人 

実雇用率 2.30％（2.22％） 0.08 

法定雇用率達成企業割合 49.5％（48.8％） 0.7 

＊資料出所：埼玉労働局発表（令和 3 年 1 月 15 日）   令和 2 年 6 月 1 日現在 


